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会議開催日時

4月2６日（金）

16:00～17:30

5月10日（金）

9:30～10:00

6月28日（金）

15:30～17:30

7月26日（金）

15:30～17:30

9月27日（金）

15:30～17:30

10月25日（金）

15:30～17:30

12月20日（金）

15:30～17:30

1月24日（金）

15:30～17:30

2月28日（金）

15:30～17:30

シェアしたい取組 市域で共有・検討したい課題

・区内４事業所で協働体制による機能強化型１の体制を整えた事

を、部会で共有。協働体制のモデルとして、この取り組みを広め

ていくことで地域の相談支援体制強化に繋げたい

・地域体制強化共同支援加算の手引き

・計画相談業務における安定した運営（事業所数は多いが、小規模や兼務が多

く、１か所当たりの件数が少ない。実施率が伸びていかない）

・区同士で、部会や事業所の取り組みをシェアする

・複数事業所による協働体制の発足に向けた取り組み。また近隣区との協働体

制が実現できないか。

２月 今年度の振り返り、次年度計画について確認 / 場所：区役所地下会議室

３月

連携・協働に

よる課題解決

の仕組み

部会でできたこと・やったこと

・勉強会　2回　（虐待防止研修/意思決定支援について）

・事例検討会　３回　（KITTYメソッド保土ケ谷バージョンをもちいておこなう）

・交流会　１回　部会の後半に数回

・事業所訪問　区内の相談支援事業所を事務局員で訪問

・地域体制強化共同支援加算　加算取得の手引を作成

・複数事業所による協働体制の発足に向けた取り組み

運営上の課題

・相談員のスキルアップ

　テーマを絞った勉強会、事例検討、交流会

　（各々の相談員の困りごとや学びたいことが違う、部会として実施する内容はどんなものが良いか）

・部会内のグループワークや事例検討から、具体的な取り組みへ

　(他部会、高齢、児童など他分野との連携（世帯支援、緊急時の対応、体験の機会）、拠点機能を意識した取り組み)

　→コーディネーターの必要性と計画相談との連携

・地域課題の抽出明確化する

１１月

１２月
初任研インターバル実習受け入れ　地域の社会資源について説明、グループワーク（実習生の疑問に先輩

相談員が答える）　　/　場所：区役所地下会議室

１月
事例検討Ⅲ「計画相談が終了した後も安定した社会生活を継続するには」　相談支援事業所わおん 田中

氏  /　場所：区役所地下会議室

８月

９月 事例検討Ⅱ「認知症の両親と暮らす方について」　いわまワークス 木村氏　/　場所：区役所地下会議室

１０月
勉強会Ⅱ テーマ：「虐待防止研修」（講義：保土ケ谷区高齢障害支援課 市川係長

グループワーク：仮想事例、それぞれの実践から）　　/　場所：星川地域ケアプラザ 多目的室

５月 CW/MSW　顔合わせ　/　場所：区役所202会議室

６月 事例検討Ⅰ「入所施設からの地域移行について」　たっちほどがや 若山氏　/　場所：区役所地下会議室

７月
勉強会Ⅰ テーマ：「意思決定支援」（おもいっきり会の取り組みから）

　　/　場所：区役所地下会議室

年間目標

・相談員が一人で孤立しない為にも、相談員から相談員への助言等を行い、事業所の垣根を超えて互いに相談
支援のスキルアップができる。
・事例検討にて、地域体制強化共同支援加算を取る仕組みを整理し実行していく。また、事例検討では地域課
題の抽出を意識して取り組む。

月 活動内容

４月
交流会　二次相談について（白根 上村氏）今年度の体制について、地域体制強化共同支援加算の振り返

り /　場所：ゆめ2階食堂

基幹相談支援センター 生活支援センター 地域ケアプラザ

社会福祉協議会 その他 合計

児童相談所 身体障害者相談員 知的障害者相談員

民生・児童委員 地域住民代表 区福祉保健センター

構成機関

相談支援従事者 就労支援センター 発達障害者支援センター

障害福祉サービス事業者 医療機関 教育関係機関

民間企業 高齢者介護の関係機関 当事者・当事者団体

当事者の家族 権利擁護関係団体・者 大学等

公共職業安定所 保健所・保健センター 保育所

相原（恵和相談室） 副部会長（氏名・所属先） 郡司（横浜包摂相談支援センター）
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